
学位論文

Doctor's Thesis 

肝肉芽腫形成における cc ケモカイン受容体 2 の役割

(The role of C-C chemoki n e  r e ceptor 2 in hepatic gran uloma  formation) 

陣内克紀

Katsunori Jinnouchi 

指導教官

熊本大学大学院医学研究科博士課程 内科学第三

富田公夫教授

熊本大学医学研究科病理学第二

竹屋元裕教授

2∞4 年度






























































	表題
	目次
	1. 要旨
	2. 参考論文
	3. 謝辞　
	4. 略語一覧
	5. 研究の背景と目的
	5-(1) 研究の背景
	5-(2) 研究の目的

	6. 材料と方法
	6-(1) マウス
	6-(2) 光顕標本作製
	6-(3) 電顕標本作製
	6-(4) 免疫組織化学的解析 
	6-(5) RT-PCR
	6-(6) ELISA

	7. 実験結果
	7-(1) 肝肉芽腫の数と大きさの変化
	7-(2) 電子顕微鏡による肉芽腫の解析
	7-(3) 肉芽腫形成細胞の免疫組織化学的解析
	7-(4) 肝肉芽腫形成に於ける炎症性サイトカインのmRNAの発現
	7-(5) 血清のサイトカインレベルの変化

	8. 考察
	9. 結語
	10. 参考文献



